
令和７年度いきいきふるさと“夢”支援金事業 評価書 

 

事 業 名 高齢役員のための事務局創設事業 

 

■支所長評価 

 評価項目 評 価 の 内 容 

事業効果 

目的の達成 

本支援金を活用してパソコン等を購入・配備したことにより、

統一的な文書等の作成補助に加え、地区等との連携や経験値

(記録等)の累積を図るための環境が整ったことから、事務局

としての環境整備に効果があった。 

地域等への貢献 

過去の区内データをパソコンに集積することで、これまでの

データを一元管理することが可能となったほか、市・支所・

住自協との連絡が容易になり、高齢役員の業務負担軽減を図

ることができる。 

事業の継続 

パソコン配備等で事務局体制が整えば、今後、区の運営も持

続可能な自治活動の基盤となり得るものと大いに期待でき

る。多面的な有効活用と併せて、設備の劣化に対する更新に

ついても区内で検討を進められたい。 

費用対効果 

事務局の設置により、区の体制充実が図られることに加えて

高齢化役員の業務負担も軽減できることから、費用対効果は

高いものと評価できる。 

 

■選考委員評価 

・一定の成果が認められる。 

・区が事業内容データが保存されたパソコンを所有することで、業務負担だけでなく役員個人の

軽負担が軽減できる。 

・体制整備や業務負担の軽減も図られたことは評価できる。 

・地区役員のなり手不足は全国的な問題でもあり、本事業は問題解決に一石を投ずるものと言え

る。今後の運用の成果を見守りたい。 

・区の運営継続にパソコン活用の成果が見られる。また、区の人材不足がパソコンを習うことか

ら解消されていけば、更なるパソコン活用の効果が期待できる。 

 

■最終評価 

概ね支所長評価のとおり 
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